
○世界最高水準の教育力と研究力を備えた「卓越大学院」の形成

新たな知の創造と活用を主導する高度な「知のプロフェッショナル」を
産学官の協働により育成

①我が国が国際的な優位性と卓越性を
示している研究分野

②文理融合領域、学際領域、新領域

③将来の産業構造の中核となり、経済
発展に寄与するような新産業の創出
に貢献する領域

④世界の学術の多様性に我が国の貢
献が期待される領域

環境・エネルギー等の世界的課題を解決するグローバルリーダー
世界の学術研究を牽引する卓越した研究者
知を社会に実装することを主導する起業家 等

目的

組織イメージ

期待される領域例

＊人文・社会科学分野の視点も
生かせるよう留意。

世界最高水準の
教育力と研究力を備え

人材交流・共同研究のハブとなる

「卓越大学院（仮称）」
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【平成28年２月10日 卓越大学院（仮称）検討のための有識者会議（第１回）資料４】



【教育力の観点】

優秀な学生・留学生・社会人が切磋琢磨する
世界最高水準の教育環境を実現
修士・博士一貫学位プログラムの構築
早期卒業・飛び入学制度の活用
社会人・留学生獲得のためのアドミッション体制の
整備

社会人を対象とした早期修了の特例や長期履修制度の
活用

コアとなる取組

【研究力の観点】

世界最高水準の卓越した研究力で牽引する大
学院の形成
一人前の研究者として学生が共同研究に参加
共同研究を通じた修士卒の優秀な社会人の博士号
取得促進

【優れた大学院生・若手人材の集結・活躍の観点】
学生が主体的に魅力ある研究に取り組める研究環境を整備
研究補助者として雇用した大学院生への給与支給

優秀な若手人材が集結し、活躍する場を形成
優れた大学教員や研究者の人事交流の推進 （クロスアポイントメント制度の活用など）

優秀な若手教員を結集できる処遇の整備 （「卓越研究員」制度の活用など）

今後のスケジュール

○本年２月： 産学官からなる検討会を設置
→ 本年度中を目途に、検討会において、分野の設定や複数の機関が連携する仕組みについて示す

○来年度～： 大学における企業との連携による構想作り等、具体化に向けた取組を開始

中教審「審議まとめ」（H27.9）が提言した卓越大学院（仮称）のイメージ案②

２



博士課程教育リーディングプログラム
（Ｈ２３～）

具体的取組

国内外から優秀な学生が集結
生活費相当の奨励金を支給（約２０万円／月）

修士・博士５年一貫のプログ
ラムを形成

環境・エネルギー・人文科学
に関する俯瞰的な講義・演習
自らの専攻と異なる分野の研
究室ローテーションを実施
博士論文研究基礎力審査の導

入

産官民講師による実践的なリーダーシップ
養成コース

海外企業で３か月の
インターンシップ

早期修了特例や長期履修制度の活用

【リーディングプログラムから進化させるポイント】

「卓越大学院（仮称）」のイメージ

③修士卒の優秀な社会人の博士号の取得を促進

④一人前の研究者として、学生が企業と
の共同研究に参加、給与を受給

⑤優秀な若手人材が活躍する場の形成

「卓越研究員」制度の活用

【例】

〇国際会議にてベスト
ポスター賞を受賞！

〇インターンシップ受入
れ先が「採用に値する」

と評価！

②企業等との人材交流・共同研究のハブとなる
大学院の形成

優れた大学教員や研究者の人事交流の
推進

（クロスアポイントメント制度の活用など）

①新産業の創出に貢献する領域や文理融合、学際、
新領域における人材育成も支援

養成する人材像

３分野（環境・エネルギー・経済）の専門性を有する
グローバルリーダー

平成28年度予算案額：170億円
１プログラムあたりの支援期間：

原則７年間

中教審「審議まとめ」（H27.9）が提言した卓越大学院（仮称）のイメージ案③
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博士論文研究基礎力審査
（Qualifying Examination）

博士号取得

コースワーク

大学院生への経済的支援

若手研究者に対する自立し
た研究環境
年俸制、教員評価

研究指導委託
（学生を雇用）

優秀な修士人材の
博士課程入学

長期インターンシップ
留学、長期インターンシップ

研究者・教員の派遣
（クロスアポイントメント）

教員・研究者の
採用・交流

（国際公募、クロスアポイントメント）

起業も含む

中教審「審議まとめ」（H27.9）が提言した卓越大学院（仮称）のイメージ案④ ～枠組み～

４

※中央教育審議会大学院部会（第75回）平成27年5月の配布資料より



①我が国の国際的な優位性と卓越性を示している研究分野
②文理融合領域、学際領域、新領域、
③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域
④世界の学術の多様性を確保するという観点から我が国の貢献が期待される領域

※領域の検討に当たっては、人文・社会科学分野で培われてきた知識や洞察力を、将来の価値創造や現実
社会の問題解決に生かす視点も留意することが重要。

中教審「審議まとめ」（H27.9）

＜論点例＞

卓越大学院（仮称）の名称
申請大学と国内外の他大学・企業・国立研究開発法人等との連携の形は、どのようなものが考えられるか。
補助終了後の自立・継続の確保等の観点から、大学本部のコミットメントをどのように求めるか。

＜論点例＞
中教審審議まとめで例示された４つの領域を更に具体化した分野をどのように設定するか。他の大規模研究事
業との関係をどのように考慮するか。
（例：IoT・ビックデータ・人工知能等の新たな発展を見据えた分野など、「日本再興戦略2015」等において

例示されている分野の取扱い）

人文・社会科学分野の振興の観点から、どのような分野を設定するか。
公募の枠組みをどのように設定するか。

「卓越大学院（仮称）」に関する論点案①

１．枠組み

２．対象領域

５



文理融合領域
IoT・ビックデータ・人工知能等の新領域・新産業の
創造の観点
文理融合分野など異分野の一体的教育
我が国の強い分野の最先端の教育

日本再興戦略2015（H27.6）より

Internet of Things
人工知能・ロボット
スマートシティ

（豊かで活力ある日本の再生－Innovation & Globalization－（平成２７年１月１日）より）

日本経済団体連合会提言

バイオテクノロジー
海洋資源開発
航空・宇宙 等

我が国が世界の先頭を競っている分野
物理学、化学、材料科学、免疫学、生物学・生化学 等

人材育成に関し世界から注目を浴びている分野
アジア各国において国作りを担う法律家の育成
遺跡や文化遺産の発掘・保存修復の人材育成 等

（「学術研究の推進方策に関する総合的な審議について」最終報告
（平成２７年１月２７日 科学技術・学術審議会学術分科会）より）

科学技術・学術審議会学術分科会

未来の産業創造と社会変革に向けた新たな価値
創出の取組
・未来に果敢に挑戦する研究開発と人材の強化（例：ImPACT）
・「超スマート社会」の実現（Society 5.0）

経済・社会課題への対応
①エネルギー、資源、食糧の安定的な確保

②超高齢化・人口減少社会等に対応する持続可能な社会の実現
③ものづくり・コトづくりの競争力向上
④自然災害への対応
⑤食品安全、生活環境、労働衛生等の確保
⑥サイバーセキュリティの確保
⑦国家安全保障上の諸課題への対応
⑧気候変動、生物多様性への対応
⑨国家戦略上重要なフロンティアの開拓（海洋、宇宙等）

科学技術基本計画（H28.1）より

２．対象領域

６

※以下は、検討の参考となる主な提言等として掲載。

「卓越大学院（仮称）」に関する論点案②



人類社会が直面する
課題の解決に向けて、
産学官等のプロジェク
トを統括し、イノベー
ションを牽引するリー
ダーを養成する、複数
領域を横断した学位プ
ログラム構築

博士課程教育リーディングプログラムの公募枠組み例

平成19年度公募
・生命科学（生物科学、農学、薬学など）

・化学、材料科学（化学、材料科学、金属工学、プロセス工学等）

・情報、電気、電子（情報学、システム、ソフトウェア、材料・

デバイス、電気通信工学など）

・人文科学（哲学、文学、言語学、史学、人文地理学、文化人類学、

心理学、教育学、芸術など）

平成20年度公募
・医学系（医学、歯学、看護学、保健学など）

・数学、物理学、地球科学（数学、基礎物理学、応用物理
学、天文学、地球惑星科学など）

・機械、土木、建築、その他工学（機械工学、土木工学、

建築学など）

・社会科学（法学、政治学、経済学、経営学、社会学など）

平成19～21年度公募
・学際、複合、新領域（医工学、生活科学、環境学、エネルギー

科学、地域研究など）

グローバルCOEプログラムの公募枠組み例

２．対象領域

７

国内外の政財官学界で
活躍しグローバル社会
を牽引するトップリー
ダーを養成する、大学
の叡智を結集した文理
統合型の学位プログラ

ム構築

文理統合型
の新たな学位
プログラム

人社 理工 生命

文理統合型
の新たな学位
プログラム

人社 理工 生命

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
型

複
合
領
域
型

複合領域の
学位プログラム

材料 化学

機械

複合領域の
学位プログラム

材料 化学

機械

新たな分野を拓くリー
ダーを養成する、世
界的に独自の優れた
資源を生かした学位
プログラム構築

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
型

独自の資源を
生かした学位
プログラム

独自の資源を
生かした学位
プログラム

環境
生命健康
物質
情報
多文化共生
安全安心
横断的テーマ

「卓越大学院（仮称）」検討に関する論点案③



＜教育力の論点例＞

プログラム方式か、新研究科等の創設方式か。
教育力の審査基準はどのようなものが考えられるか。
※参考資料：10ページ目を参照

３．コアとなる取組① ～教育力の観点～

５．コアとなる取組③
～優れた大学院生・若手人材の結集・活躍の観点～

「卓越大学院（仮称）」に関する論点案④

４．コアとなる取組② ～研究力の観点～

＜研究力の論点例＞

研究力の審査基準はどのようなものが考えら
れるか。

※机上配布資料「文部科学省における研究及び開
発に関する評価指針」概要を参照

※参考資料：11ページ目を参照

産学連携の観点から、どのような課題に留意
すべきと考えられるか。
（例：学生が産学共同研究に参加する場合の課題
修士卒社会人の博士号取得の促進策
企業からの投資促進や新規創業にもつながる方策 等）

＜論点例＞

対象となる大学院生の範囲と支援方式をどう考えるか。

産業界等への若手教員派遣を促進するためにどのよ
うな取組が期待されるか。

参加教員への処遇・評価をどう考えるか。

＜論点例＞

事業規模（採択数）
支援期間
開始時期

【他の事業の規模の例】

２１世紀ＣＯＥプログラム：９１大学２７４拠点
グローバルＣＯＥプログラム：

４１大学１４０拠点
博士課程教育リーディングプログラム：

３３大学６２プログラム

５年

２１世紀ＣＯＥプログラム
グローバルＣＯＥプログラム
第５期科学技術基本計画
第３次大学院教育振興施策要綱

６年 国立大学の中期目標・中期計画

７年 博士課程教育リーディングプログラム

１０
年

スーパーグローバル大学創成支援事業
世界トップレベル拠点形成事業
研究大学強化促進事業

【他の事業や施策の期間の例】
６．支援対象と支援規模

８



「卓越大学院（仮称）」の取組を通じて、大学院重点化後の我が国の大学院システム全体の見直しが進むと
ともに、その成果が、我が国の大学院全体の教育改革と大学の機能別分化の加速化につながることを期待
する。

中教審「審議まとめ」（H27.9）

＜論点例＞

期待されるアウトプットとアウトカムをどう設定するか

（例：優秀な博士人材の育成と各界での活躍
社会人の課程博士の増加
若手教員・企業等研究者の人事交流の増加
博士課程進学者の増加
長期的視点に立った独創的な研究成果の創出 等）

審査・評価の体制として望ましい形はどのようなものか
（プログラムオフィサー等の体制を含む）

「卓越大学院（仮称）」に関する論点案⑤

７．期待される効果と審査・評価体制

９



＜参考資料＞ 評価指標の例①

区分 視点 指標 データ

教
育
活
動
に
関
す
る
指
標

学
生
の
獲
得

優れた学生を惹きつ
けているか

志願状況 志願者数／入学者数

特別研究員（ＤＣ）採用者の割合 特別研究員（ＤＣ）採用者数／学生数

定員充足率 入学者数／入学定員

多様な学生を惹きつ
けているか

留学生入学者の割合 留学生入学者数／入学者数

他学部・他大学入学者の割合 自大学の自学部出身者の入学者数／入学者数

社会人入学者の割合 社会人入学者数／入学者数

女子入学者の割合 女子入学者数／入学者数

教
育
の
状
況

研究指導体制は充実
しているか

学生当たり研究指導教員数 専任の研究指導教員数／学生数

学生当たり外国人教員数 専任の外国人教員数／学生数

学生当たり研究指導補助教員数 専任の研究指導補助教員数／学生数

学修研究に専念でき
る環境があるか

経済的支援受給学生の割合 ＴＡ・ＲＡ・特別研究員（ＤＣ）その他給付型支援受給学生数／学生数

生活費相当額受給学生の割合 生活費相当額（月額１５万円以上）受給学生数／給付型支援受給学生数

優れた研究者を養成
するための特色ある
取組がなされている
か

分野の枠を超えた体系的な教育 複数専攻制・研究室ローテーション、異なる専攻の複数教員による研究指導、Qualifying 
Examinationの実施状況

国際的なプログラムの提供 外国語による研究指導・論文作成、海外大学等への派遣の実施状況

実践的なプログラムの提供や
キャリアパス支援

社会人対象の博士課程教育プログラム、企業での研究活動を主目的とする博士課程におけるイン
ターンシップ、研究職に就くことを目指した博士課程修了者に対するキャリアパス支援の実施状況

厳格な学位審査 他研究科の審査委員の登用、外国語を活用した論文審査の実施状況

学位審査の透明性の確保 論文審査結果の公表、口述試験の公開、指導教員外の主査登用の実施状況

教
育
の
成
果

研究者となる者を輩
出しているか

修了率 修了生数／学生数

研究職への就職者の割合 研究職への就職者数／修了者数

学生が優れた研究成
果をあげているか

学生当たり論文・著書発表数 レフェリー付論文発表数・著書発行数／学生数

学生当たり学会発表数 学会発表数／学生数

学生当たり外国語の学会発表数 外国語での学会発表数／学生数

出典：平成２４・２５年度の２カ年のみ実施された「卓越した大学院拠点形成支援補助金」における公募要領より抜粋
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区分 視点 指標 データ

研
究
活
動
に
関
す
る
指
標

研
究
者
の
集
積

優れた研究者を擁し
ているか

大型研究費の獲得教員の割合 大型研究費の獲得教員数／専任教員数

特別研究員（ＰＤ・ＳＰＤ）・海外特
別研究員採用者の比率

特別研究員（ＰＤ・ＳＰＤ）・海外特別研究員採用者／専任教員数

多様な研究者を擁し
ているか

外国人教員の割合 専任の外国人教員数／専任教員数

女性教員の割合 専任の女性教員数／専任教員数

他大学等を経験した教員の割合 他の大学・研究機関での研究職の経験を有する専任教員数／専任教員数

研
究
の
状
況

研究が活発に行われ
ているか

専任教員当たり競争的資金獲得
件数

競争的資金獲得件数／専任教員数

専任教員当たり共同研究・受託
研究・寄付金受入件数

共同研究・受託研究・寄付金受入件数／専任教員数

研究を推進する仕組
みがあるか

専任教員当たり研究支援者数 研究支援者数／専任教員数

研
究
の
成
果

優れた研究成果をあ
げているか

専任教員当たり論文・著書発表
数

レフェリー付論文発表数・著書発行数／専任教員数

国際共著論文の割合 国際共著論文発表数／レフェリー付論文発表数

専任教員当たり国際学会での基
調講演・招待講演数

国際学会での基調講演・招待講演数／専任教員数

社会の発展に資する
成果をあげているか

専任教員当たり特許取得件数 特許取得件数／専任教員数

専任教員当たりライセンス契約
件数

ライセンス契約件数／専任教員数

＜参考資料＞評価指標の例②

出典：平成２４・２５年度の２カ年のみ実施された「卓越した大学院拠点形成支援補助金」における公募要領より抜粋
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178

H27

大学院拠点形成に係る予算は、平成１７年度～２０年度をピークに、近年は減少傾向にある。
各事業により支援を受けている大学数及び拠点（またはプログラム）数も減少している。

H26H25H24H23
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39

340

220

158

378382367
334

182

H20H19H18H17H16H15H14

334

367
382 378 378 379

342

264
276

327

266

185

21世紀COEプログラム（91大学274拠点）
補助期間：５年

グローバルCOEプログラム（41大学140拠点）
補助期間：５年

博士課程教育リーディングプログラム
（30大学62プログラム）補助期間：７年

卓越した大学院拠点形成支援補助金

178

単位：億円

＜参考資料＞大学院拠点形成支援に関する予算の推移

H30年度以降、
順次補助終了

予定
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H2８
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170


